
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 の前眼部と共役位置に光軸に関して 光源を対称に設けた光源対と、該光源
対を含む可動台

制御する光源制御手
段と、

被検眼の眼底像を同
時に表示可能な眼底観察手段と、前記眼底像を撮影する撮影手段とを有することを特徴と
する眼科撮影装置。
【請求項２】
　前記光源制御手段は 請求項１に記載の眼科撮
影装置。
【請求項３】
　前記光源制御手段は 請求項１に記載の眼科撮
影装置。
【請求項４】
　前記撮影手段は電子撮像素子 請求項１に記載の眼科撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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被検眼 ２つの
と、該可動台の初期位置で定まる２つの領域に該可動台が位置するかを検

知し、検知した領域に対応して前記光源対の発光状態が異なるように
前記光源対による角膜反射像の位置を用いて前記可動台の位置を合わせるための基

準線を形成する基準指標手段と、前記角膜反射像、前記基準線、及び

前記光源対の一方を点灯し他方を消灯する

前記光源対の一方を点灯し他方を点滅する

を有する



本発明は、被検眼を撮影する眼科撮影装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、単一の光路の眼底カメラで立体撮影をする方式として、被検眼の前眼部と共役位置
に光軸に関して対称な光源対を設け、更に観察光学系の眼底観察面にこれらの光源対を結
ぶ方向と垂直に複数の基準線を有する視標を設けて、光源対による複数個の角膜反射像を
基準線に順次に合わせて撮影する方式が、例えば特開昭６４－５８２３９公報に開示され
ている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら上述の従来例においては、光源対は光ファイバで構成され、光源を共通光源
としているために、２つの角膜反射像が常に表示された状態となり、片方の角膜反射像の
みが提示されている場合に、どちらの角膜反射像が提示されているのかが分からないとい
う問題がある。
【０００４】
本発明の目的は、上述の問題点を解消し、光源対の何れの角膜反射像が提示されているか
を明確にする眼科撮影装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するための本発明に係る眼科撮影装置は、 の前眼部と共役位置に
光軸に関して 光源を対称に設けた光源対と、該光源対を含む可動台

制御する光源制御手段と、

被検眼の眼底像を同時に表示可能な眼底観察手段と
、前記眼底像を撮影する撮影手段とを有することを特徴とする。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明を図示の実施例に基づいて詳細に説明する。
図１は実施例の斜視図を示し、基台部１には、被検者の顔保持部２、可動部３、可動部３
の移動量検知部４が設置されている。可動部３には測定部５、操作部６が載置されており
、測定部５には後述する光学系７、フィルムカメラ８、テレビモニタ９が配置されている
。
【０００７】
図２は測定部の構成図を示し、被検眼Ｅの前方の光路Ｏ上には、被検眼Ｅと対向するレン
ズ１０、被検眼Ｅの前眼部に共役な孔あきミラー１１、レンズ系１２、切換えミラー１３
、シャッタ１４、フィルムカメラ８が順次に配列されている。また、切換えミラー１３の
反射方向には、図３に示すような複数の縦方向の基準線を有する視標１５、ミラー１６、
レンズ１７、ＣＣＤカメラ１８が順次に配列され、ＣＣＤカメラ１８の出力はテレビカメ
ラ９に接続されている。
【０００８】
また、孔あきミラー１１の近傍には、２個の光源１９ａ、１９ｂ及び光ファイバ２０ａ、
２０ｂが配置され、光源１９ａ、１９ｂからの光は光ファイバ２０ａ、２０ｂを介して孔
あきミラー１１の孔付近の前眼部と共役位置の２個所に導かれ、紙面垂直方向である水平
面内で対称な光源対となるようにされている。
【０００９】
そして、光源１９ａ、１９ｂには光源制御部２１の出力が接続され、光源制御部２１には
、可動部３の移動量を検知する移動量検知部２２の出力が接続されている。ここで、移動
量検知部２２はマイクロスイッチ、フォトディテクタ、マグネスケール等の検知手段から
構成されている。
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被検眼
２つの と、該可動台の

初期位置で定まる２つの領域に該可動台が位置するかを検知し、検知した領域に対応して
前記光源対の発光状態が異なるように 前記光源対による角膜反
射像の位置を用いて前記可動台の位置を合わせるための基準線を形成する基準指標手段と
、前記角膜反射像、前記基準線、及び



【００１０】
図示しない眼底照明光学系からの照明光は孔あきミラー１１で反射され、レンズ１０を介
して眼底 Erを照明する。また、光源１９ａ、１９ｂからの光束は、２本の光ファイバ２０
ａ、２０ｂを介して孔あきミラー１１の近くの２個所に至り、二次光源として眼底 Erに照
射される。
【００１１】
ＣＣＤカメラ１０において、立体撮影用の角膜反射像 R1、 R2を含む眼底像及び視標像が撮
像され、光電変換された後に図４に示すようにテレビモニタ９に表示される。
【００１２】
立体撮影時には、先ず操作部６の撮影スイッチにより、可動部３を右方向へ移動させる。
これにより、図５に示すように可動部３は初期位置から領域Ａ内へ移動するので、領域Ａ
内に入ったことを基台部１内に設置された移動量検知部２２が検知し、この検知結果を受
けて光源制御部２１は角膜反射像 R2を消すために角膜反射像 R2の光源１９ｂを消灯する。
これにより、撮影者はテレビモニタ９上で角膜反射像 R1のみを確認することができるので
、操作部６により可動部３を移動し、視標１５の基準線の何れかに角膜反射像 R1を合わせ
た後に、撮影スイッチの押すことにより撮影を行う。
【００１３】
次に、同様の手順により可動部３を左方向に移動すると、領域Ａを出た段階で光源１９ｂ
が再び点灯し、領域Ｂに入ると光源１９ａが消灯して角膜反射像 R1が消えるので、撮影者
は角膜反射像 R2を視標１５の基準線の何れかに合わせる。このとき、立体撮影時の基線長
を一定に保って撮影を行うためには、角膜反射像 R1、 R2は視標１５の同じ基準線に合わせ
るようにする。そして、角膜反射像 R2の位置合わせが終了すると、再び撮影スイッチの押
下により撮影を行う。
【００１４】
なお、可動部３は先に右方向へ移動するのではなく、左方向から先に移動してもよい。ま
た、光源制御部２１は光源１９ａ、１９ｂに対し、点灯／消灯の切換えを行うようにした
が、点灯／点滅、又は光源の明るさ、色の変化により区別するように構成してもよい。
【００１５】
更に、視標１５の代りにＣＣＤカメラ１０とテレビモニタ９の間に、図示しないキャラク
タジェネレータを接続したキャラクタミックス部を設けることにより、テレビモニタ９上
の任意の位置に視標をキャラクタによりスーパインポーズ表示することができるので、図
６に示すような視標像Ｐを表示して、これに角膜反射像 R1、 R2を位置合わせするように構
成してもよい。
【００１６】
【発明の効果】
以上説明したように本発明に係る眼科撮影装置は、光源対を含む可動台の移動量を検知し
、この検知結果により光源対のそれぞれを独立に制御することにより、可動台の移動に連
動してこれから位置合わせを行う角膜反射像が明示されるので、迅速かつ正確に立体撮影
を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例の眼科撮影装置の斜視図である。
【図２】測定部の構成図である。
【図３】視標の正面図である。
【図４】テレビモニタの表示の説明図である。
【図５】移動量検知部の検知範囲の説明図である。
【図６】視標の表示の説明図である。
【符号の説明】
５　測定部
６　操作部
７　光学系
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８　フィルムカメラ
９　テレビモニタ
１１　孔あきミラー
１３　切換えミラー
１５　視標
１８　ＣＣＤカメラ
１９ａ、１９ｂ　光源
２０ａ、２０ｂ　光ファイバ
２１　光源制御部
２２　移動量検知部 10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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